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＜概要＞
目的

 

：

 

熱間圧延仕上げミルのセットアップ時の制御
特性を改善する。

ポイント

 

：

 

１.モデル予測制御
２.PWAモデル
３.終端条件付き最適制御問題
４.連続変形法

アプローチ

 

：

 

モデル予測制御問題を終端条件付き最適制
御問題として扱い、連続変形法を適用する。

結論

 

：

 

数値シミュレーションの結果より、提案法の
有効性を確認した。
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張力

ルーパ角度

数値シミュレーション結果（上からルーパ角度・張力・トルク入力値）

数値シミュレーション結果（提案法と従来法の最適性の比較）熱間圧延ミル張力・ルーパ系モデル
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